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水城跡は、７世紀に唐・新羅軍の侵攻に対する大宰府防衛線として築かれた防塁 (土塁)

で、国の特別史跡に指定されています。 

市には、大土居水城跡（昇町地区）と天神山水城跡（天神山地区）があります。 

これらの水城跡の今後 10年間の整備活用の基本方針を定めた「特別史跡水城跡（大土

居・天神山）整備基本計画」を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

 １ 計画の内容と今後の方向性 

この計画は史跡を将来に保存・継承し、市民に親しまれる史跡としての整備・活用

の方針を定めたものです。 

史跡地内の樹木を計画的に伐採、管理し、水城跡が連続性のある、大宰府史跡関連

史跡の一部をなす史跡であることを理解できるような整備を進めながら、地域におい

て文化財保護の機運の醸成を図っていきます。 

 ２ 担当課 

春日市教育委員会 教育部 文化財課 中村、森井（春日市岡本３丁目５７番地） 

   TEL 092-501-1144 FAX 092-573-1077 E-mail nakoku@city.kasuga.fukuoka.jp 

以上 

【リリースに関する問い合わせ】 

春日市 経営企画部 秘書広報課 広報広聴担当 

〒８１６－８５０１ 福岡県春日市原町３丁目１番地５ 

電話 ０９２－５８４－１１１１    Fax  ０９２－５８４－１１４５ 

Email  koho@city.kasuga.fukuoka.jp  Web  http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/ 

特別史跡水城跡(大土居・天神山) 

整備基本計画を策定 
要点（結論）を簡潔に、インパクトある表現で記載します。 

ゴシック体を基本とします。 

大土居水城跡西側土塁整備後のイメージ図 大土居水城跡・天神山水城跡の将来のイメージ図 


